
身
延
山
第
十
一
世
行
学
院
日
朝
上
人
（
一
四
一
三
’
一
五
○
○
）
は
、
「
本
化
別
頭
仏
祖
統
記
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
応
永

二
九
年
に
壹
州
那
賀
郡
宇
佐
美
の
郷
」
に
於
て
出
生
さ
れ
、
明
応
九
年
六
月
二
五
日
に
東
谷
覚
林
坊
に
於
て
遷
化
せ
ら
れ
麓
従
っ
て

平
成
十
一
年
は
上
人
五
○
○
遠
忌
の
正
当
と
な
る
。

日
朝
上
人
の
御
一
代
や
身
延
山
に
お
け
る
業
績
等
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
幾
多
の
先
師
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
、
紹
介
も
な
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
姥
「
身
延
文
庫
」
に
は
朝
師
の
研
究
書
写
さ
れ
た
録
内
・
録
外
の
御
書
を
始
め
、
法
華
経
関
係
の
注
釈
書
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
「
補
施
集
』
や
『
法
華
草
案
抄
』
を
代
表
と
し
て
、
「
三
日
講
」
「
立
正
会
問
答
」
「
例
講
問
答
」
等
の
論
義
に
関
す
る
も
の

か
ら
、
趣
旨
や
講
評
に
及
ぶ
筆
録
類
が
数
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
か
ら
特
に
著
名
な
の
が
、
宗
祖
の
御
一
代
に
関
す
る
伝
記
を
著
さ
れ
た
『
元
祖
化
導
記
」
二
巻
（
上
・
下
）
が
あ
る
。
此

の
書
は
室
町
期
成
立
の
代
表
的
な
宗
祖
の
伝
記
本
と
し
て
、
文
明
一
○
年
（
一
四
七
八
）
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
こ

と
に
原
本
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
明
応
九
年
朝
師
遷
化
の
年
の
四
月
十
八
日
に
、
日
定
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
を
、
順
幸
が
三
十

二
歳
の
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
二
月
十
四
日
に
転
写
し
、
・
そ
の
転
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

「
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

『
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
っ

序

言

上
田
本
昌

い
て
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『
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

此
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
高
木
豊
教
授
が
そ
の
全
文
を
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
栗
山
弥
兵
衛
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
「
元
祖
化

導
記
』
と
校
合
し
、
す
で
に
「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
の
第
二
号
に
収
め
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
髪
で
は
高
木
教
授
の
校

合
本
を
基
本
と
し
て
、
『
元
祖
化
導
記
』
の
中
に
引
用
さ
れ
た
宗
祖
の
御
遺
文
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
朝
師
は
ど
の
よ
う
な
御
書
を
依
り
所
と
し
て
『
元
祖
化
導
記
』
を
執
筆
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
引
用
さ
れ
て
い
る
御
書

と
『
昭
和
定
本
』
の
御
遺
文
と
の
異
同
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
御
書
が
如
何
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
御
書
云
、
日
蓮
ハ
日
本
國
仁
王
八
十
六
代
御
堀
河
院
之
御
宇
、
貞
応
元
年
壬
午
安
房
國
長
狭
郡
東
条
郷
ノ
生
也
。
」

と
最
初
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
御
書
云
」
と
い
う
の
は
「
波
木
井
殿
御
書
』
（
定
遺
一
九
二
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
「
仁
王
」
と
い

う
の
は
寛
文
六
年
の
刊
本
（
以
下
刊
本
と
い
う
）
に
は
「
人
皇
」
と
あ
り
、
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
（
以
下
定
本
と
い
う
）
に
は

「
人
王
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
八
十
六
代
御
堀
河
院
之
御
宇
」
に
つ
い
て
は
、
刊
本
と
定
本
で
は
八
十
五
代
と
な
っ
て
い
る
が
、
御
堀
河
院

は
承
久
三
年
（
二
三
二
か
ら
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
ま
で
の
在
位
で
、
「
承
久
の
乱
」
の
混
乱
し
た
世
相
の
中
で
生
き
ら
れ
た
八

十
六
代
目
の
天
皇
で
あ
る
。
右
の
御
書
に
続
い
て
、
「
後
堀
河
院
事
」
と
題
し
、
『
王
代
記
』
を
引
用
し
て
、
後
堀
河
院
の
出
生
・
即
位
．

先
ず
「
元
祖
化
導
記
』
の
上
巻
に

で
の
、
前
半
に
於
け
る
行
跡
を
記
述

１
、
元
祖
聖
人
の
誕
生
に
つ
い
て

「
元
祖
化
導
記
』
の
上
巻
に
は
、
次
の
如
く
三
○
箇
所
に
わ
た
っ
て
、
御
書
の
引
用
が
あ
り
、
宗
祖
の
ご
誕
生
か
ら
龍
口
法
難
ま

前
半
に
於
け
る
行
跡
を
記
述
し
て
い
る
。

本
論
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３
、
御
学
問
に
つ
い
て

力
タ

、
ン
一
ア

ニ
ー
ア
ケ
〃
Ⅷ
〃

「
御
書
云
、
其
後
十
五
年
間
一
代
聖
教
惣
内
典
・
外
典
亘
無
し
残
見
定
一
雲
。
」

こ
の
場
合
の
「
御
書
云
」
も
同
様
に
「
波
木
井
殿
御
書
」
で
あ
る
。
こ
の
段
は
刊
本
・
定
本
共
に
ほ
ぼ
同
様
で
、
十
八
歳
で
出
家
し
て

以
来
、
十
五
か
年
に
わ
た
り
内
外
の
学
問
に
専
念
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
一
段
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
間
に
『
波
木
井
殿
御
書
』
の
み
を
四
回
も
引
用
し
、
誕
生
か
ら
出
家
・
学
問
と
聖
人
一
代
の
中
の
初
期
に
於
け
る
履
歴
を

た
ど
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
朝
師
の
当
時
は
、
聖
人
の
幼
少
期
を
伝
え
る
御
書
と
し
て
、
専
ら
『
波
木
井
殿
御
書
』
が
用
い

ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ご
誕
生
に
関
す
る
記
述
と
し
て
は
、
『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
（
定
遺
一
五
五
二
）
と
、
「
弥
源
太
殿
御

『
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

か
ろ
う
。

Ｑ
Ｊ
、
罰

２
、
御
出
家
に
関
し
て
次
に
御
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
所
は
、
聖
人
の
出
家
に
関
す
る
記
述
の
所
で
あ
る
。
即
ち

二
・
ン
テ

「
御
書
云
、
延
応
元
年
己
亥
十
八
歳
出
家
一
要
。
」
と
あ
る
。
こ
の
「
御
書
云
」
も
前
と
同
様
に
『
波
木
井
殿
御
書
」
で
あ
り
、
刊
本
で
は

ニ
テ

「
十
八
歳
出
家
」
と
あ
り
、
定
本
で
は
「
十
八
歳
に
し
て
出
家
し
、
」
と
あ
り
、
送
り
仮
名
の
相
異
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
一
と
み
て
よ

い
る
。
「
仏
の

が
見
ら
れ
る
。

崩
御
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
次
に
「
父
母
ノ
事
」
と
題
し
て
、
日
蓮
聖
人
の
ご
両
親
に
つ
い
て
語
り
、
ご
兄
弟
に
も
言
及
し
て
い
る
。

二
番
目
の
御
書
引
用
は
、
聖
人
の
ご
誕
生
に
関
連
し
て
、
同
じ
く
『
波
木
井
殿
御
書
』
を
引
き
、
ご
誕
生
の
時
節
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。
即
ち

「
御
書
云
、

○

○

云
、
仏
滅
度
当
一
三
千
百
七
十
一
年
一
也
一
雲
。
」
と
あ
る
。
刊
本
と
定
本
は
共
に
「
仏
滅
後
当
一
》
二
千
百
七
十
一
年
一
也
」
と
な
っ
て

「
仏
の
滅
度
の
後
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
度
」
と
「
後
」
の
相
異
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「
御
消
息
云
」
と
あ
っ
て
、
今
度
は
弘
安
元
年
九
月
六
日
の
『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
や
や
長
文
に
わン

卜

た
っ
て
の
引
用
で
あ
る
が
、
刊
本
と
定
本
の
間
に
は
微
妙
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。
即
ち
「
此
度
如
何
、
仏
種
ヲ
殖
へ
生
死
ヲ
離
ル
、
成
レ

ヲ

身
思
候
シ
程
二
皆
人
ノ
願
セ
玉
フ
更
ナ
レ
ハ
奉
レ
鵺
一
阿
弥
陀
仏
一
幼
少
ョ
リ
名
号
ヲ
唱
候
シ
程
ノ
事
ア
リ
テ
、
此
事
ヲ
疑
故
一
二
願
ヲ
起

ス
・
」
と
刊
本
に
は
あ
る
が
、
定
本
で
は
こ
の
部
分
が
、
「
此
度
い
か
に
も
し
て
仏
種
を
も
植
へ
、
生
死
を
離
る
る
身
と
な
ら
ん
と
思
こ
て

候
し
程
に
、
皆
人
の
願
ハ
セ
給
フ
事
な
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
を
た
の
み
奉
り
、
幼
少
よ
り
名
号
を
唱
へ
候
し
程
に
、
い
ざ
、
か
の
事
あ
り
て
、

（
３
）

此
事
を
疑
上
し
故
に
一
の
願
を
お
こ
す
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
如
何
」
と
「
い
か
に
も
し
て
」
と
で
は
一
三
ア
ン
ス
の
違
い
が
あ
る
。

「
な
ん
と
か
し
て
」
と
い
う
の
と
「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
必
ず
」
と
い
う
言
葉
の
違
い
程
に
感
じ
ら
れ
よ
う
。

ま
た
「
名
号
ヲ
唱
候
シ
程
ノ
事
ア
リ
テ
」
と
い
う
部
分
も
、
「
名
号
を
唱
へ
候
し
程
に
、
い
さ
・
か
の
事
あ
り
て
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
い
さ
、
か
」
は
少
し
の
意
味
で
あ
る
が
、
聖
人
に
と
っ
て
は
相
当
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
「
い
さ
、
か
の
事
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

御
書
が
、
見
当
ら
な
か
っ
た
と
し

４
、
御
学
問
御
発
心
に
つ
い
て

し
た
が
っ
て
ご
誕
生
を
最
も
明
瞭
に
記
し
て
あ
る
『
波
木
井
殿
御
書
』
を
専
ら
依
り
所
と
さ
れ
て
引
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
周
知
の
如
く
同
御
書
は
古
来
真
偽
説
が
あ
り
、
真
蹟
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
御
書
の
説
を
た
だ
ち
に
信
用
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
が
、
朝
師
の
当
時
に
あ
っ
て
は
聖
人
の
誕
生
か
ら
幼
少
時
代
を
知
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
資
料
を
得
る
こ
と
の
で
き
る

御
書
と
し
て
、
尊
重
さ
れ
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
他
の
御
書
の
中
に
、
誕
生
か
ら
出
家
・
学
問
に
関
す
る
詳
細
な
資
料
と
な
る

御
書
が
、
見
当
ら
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
の
御
書
に
頼
る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
え
よ
う
。

返
事
」
（
定
遺
八
○

年
も
不
明
で
あ
る
。

『
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

（
定
遺
八
○
七
）
に
も
そ
れ
ぞ
れ
安
房
の
生
れ
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
波
木
井
殿
御
書
」
ほ
ど
詳
し
く
は
な
い
上
に
、
生
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ニ
ー
ア
〃
グ

。
卜
テ
ニ
テ

リ
シ
ヒ

次
に
「
仏
法
ノ
中
入
委
習
候
ヌ
レ
ハ
誇
法
申
火
坑
打
入
」
と
刊
本
に
あ
る
と
こ
ろ
は
、
定
本
で
は
「
仏
法
の
中
に
入
て
悪
く
習
候
ぬ
れ

チ
ツ

ケ
グ

シ
上

ば
、
誇
法
と
申
す
大
な
る
穴
に
堕
入
て
」
と
あ
る
。
「
委
習
候
」
が
「
悪
く
習
候
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
「
委
」
と

「
悪
」
の
書
き
違
い
か
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
仏
法
と
い
え
ど
も
悪
し
く
習
い
修
し
た
場
合
は
、
誇
法
と
な
る
こ
と
を
説
か
れ
た
祖
文
で
あ

る
。
さ
ら
に
刊
本
で
は
「
成
二
比
兵
疑
巍
一
一
言
五
十
戒
・
心
浮
二
八
万
法
蔵
一
進
と
あ
る
部
分
が
、
定
本
で
は
「
比
丘
比
丘
尼
と
な
り
て

ヲ
ニ
テ

ヲ

身
に
は
二
百
五
十
戒
を
か
た
く
持
ち
、
心
に
は
八
万
法
蔵
を
う
か
べ
て
候
」
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
刊
本
で
は
「
比
丘
」
の
み
で
あ
る
が
、

定
本
で
は
「
比
丘
比
丘
尼
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
は
真
蹟
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
朝
師
の
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
元
祖
化
導
記
』
に
は
、

恐
ら
く
朝
師
が
自
ら
の
写
本
を
基
本
と
し
て
引
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
書
写
の
段
階
で
す
で
に
誤
写
が
あ
っ
た
の
か
、

『
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

こ
の
部
分
は
刊
本
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
ど
う
し
て
入
ら
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
入
っ
て
い
た
方
が
文
章
と
し
て
も
意
味
す

る
と
こ
ろ
が
明
確
で
深
い
も
の
と
な
る
。
名
号
を
唱
え
つ
つ
も
心
に
か
か
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
表
す
た
め
に
「
い
さ
さ
か
の

事
」
が
必
用
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

一
ナ

ー
ー

ル

次
に
「
十
二
十
六
ョ
リ
至
二
子
三
十
五
廿
五
年
力
問
、
」
と
あ
る
と
こ
ろ
は
、
定
本
で
は
「
十
二
十
六
の
年
よ
り
三
十
二
に
至
ま
で
二

十
餘
年
が
間
」
と
な
っ
て
い
る
。
周
知
の
如
く
日
蓮
聖
人
は
建
長
五
年
四
月
二
十
八
日
の
立
教
で
あ
る
の
で
一
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
刊
本

に
よ
る
と
三
十
五
歳
ま
で
鎌
倉
を
始
め
京
・
叡
山
・
園
城
寺
・
高
野
・
天
王
寺
等
の
国
々
寺
々
を
廻
っ
て
学
問
に
専
念
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
三
十
二
歳
は
ま
だ
修
学
中
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
立
教
は
三
十
五
歳
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
な
ぜ
三
十
五
と
な
っ
た
の

か
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
三
十
二
の
書
き
違
い
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
寛
文
六
年
版
の
刊
本
に
は
「
三
十
二
」
と
な
っ

て
い
る
。
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『
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

又
は
写
本
や
転
写
本
を
基
に
刊
本
を
出
す
時
点
で
相
違
が
生
じ
た
の
か
は
、
朝
師
の
『
元
祖
化
導
記
』
の
原
本
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、

な
ん
と
も
い
え
な
い
が
、
①
朝
師
原
本
↓
②
日
定
写
本
↓
③
順
幸
書
写
本
↓
④
栗
山
弥
兵
衛
刊
本
と
、
原
本
か
ら
時
代
が
流
れ
る
に
従
っ

て
、
誤
写
・
誤
伝
が
生
じ
て
も
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
御
書
云
、
生
年
三
十
二
歳
之
建
長
五
年
癸
丑
三
月
廿
八
日
、
念
仏
無
間
業
也
。
」
と
聖
人
一
代
に
お
け
る
御
弘
通
発
心
の
次
第
に
つ

ノ
卜

い
て
、
再
び
『
波
木
井
殿
御
書
』
を
引
用
し
て
い
る
。
文
中
に
「
仏
法
怨
云
レ
ン
ト
説
玉
ヘ
リ
。
」
と
刊
本
に
見
ら
れ
る
が
、
定
本
で
は

い
わ

キ
（
４
）

こ
の
部
分
が
、
「
言
ざ
る
者
は
仏
法
の
怨
な
り
と
仏
説
給
ヘ
リ
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
言
ざ
る
者
は
」
と
「
仏
」
の
語
句
が
刊
本
に
は
見

当
ら
な
い
。
即
ち
主
語
が
共
に
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
又
釈
迦
仏
の
前
世
を
語
る
部
分
で
は
、
「
賢
誓
師
子
タ
リ
シ

時
ハ
猟
師
二
身
ヲ
任
ス
」
と
刊
本
は
な
っ
て
い
る
が
、
定
本
で
は
「
堅
誓
師
子
と
あ
り
し
時
は
猟
師
に
殺
さ
れ
、
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
身

ヲ
任
ス
」
と
い
う
表
現
よ
り
も
「
殺
さ
れ
」
と
い
う
言
葉
の
方
が
明
確
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
定
本
で
は
こ
の
文
に
続
い
て
、

ケ

「
千
頭
の
鹿
王
と
成
り
て
は
我
身
を
猟
夫
に
射
さ
せ
て
は
妊
胎
の
鹿
を
助
」
と
い
う
文
が
続
く
が
、
刊
本
に
は
こ
の
一
文
が
欠
け
て
い
る
。

書
写
の
際
に
脱
落
し
た
も
の
か
、
或
い
は
意
識
的
に
省
略
し
た
も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
う

こ
れ
に
続
い
て
「
国
主
之
信
玉
フ
禅
ノ
天
魔
ナ
ル
由
」
と
い
う
一
文
は
、
定
本
で
は
「
国
主
の
用
給
禅
は
天
魔
な
る
由
」
と
な
っ
て
お

ノ

ー
一

り
、
少
々
な
が
ら
意
味
も
微
妙
に
相
異
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
浄
土
宗
先
間
大
地
獄
可
堕
由
、
」
は
定
本
で
は
「
浄
土
宗
の
無
間
大
阿
鼻
獄

ツ

に
堕
べ
き
由
」
と
も
な
っ
て
、
「
大
地
獄
」
ゞ
と
「
大
阿
鼻
獄
」
と
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

ノ

６
、
弘
通
御
初
建
長
五
年
三
月
廿
八
日

壷
御
書
云
、
四
月
廿
八
日
云
云
．
」
と
里
人
御
難
臺
を
引
用
し
て
い
篭
さ
ら
に
壷
義
云
、
潤
一
一
一
月
ナ
ル
故
二
、
或
ハ
四
月
卜

て
、
罪１

Ｆ
へ
Ｕ
、

「
錦

い
て
、

御
弘
通
発
心
之
豆
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８
、
伊
東
之
宴

ニ
ハ
ノ
ノ
ヘ
ノ
ニ
テ
ケ

「
御
書
云
、
生
年
四
十
、
弘
長
元
年
辛
酉
歳
五
月
十
二
日
伊
豆
國
伊
豆
庄
配
流
。
伊
豆
八
郎
左
衛
門
尉
預
三
年
也
。
同
三
年
癸
亥
二
月
廿

一
百
赦
免
。
」
と
同
様
に
『
波
木
井
殿
御
書
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
定
本
で
は
「
伊
豆
国
伊
東
荘
酋
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は

ほ
ぼ
同
様
の
文
章
で
あ
る
。
伊
豆
流
罪
に
関
す
る
御
書
は
こ
の
他
に
も
『
一
谷
入
道
御
邑
や
報
恩
塗
並
に
菫
人
御
難
量
等
に

も
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
生
年
・
伊
東
八
郎
左
衛
門
尉
・
期
間
等
を
具
体
的
に
記
し
て
あ
る
の
は
、
こ
の
御
書
の
み
で
あ
る
た
め
、
前
後

「
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

は
な
い
。

ヲ

ヲ
・
ト
シ
テ

二
ハ

次
に
『
立
正
安
国
論
」
に
関
連
し
た
項
で
は
、
「
御
書
云
、
作
二
立
正
安
国
論
一
宿
屋
禅
門
使
奉
レ
入
二
見
参
一
．
此
生
年
舟
九
年
也
。
文

ノ

ノ

ヲ

モ

応
元
年
庚
申
日
蓮
立
申
法
門
一
喝
一
句
元
二
答
人
一
之
。
」
と
こ
こ
で
も
又
『
波
木
井
殿
御
書
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
定
本
で
は
こ
の
箇
所

ル

ノ
二

が
、
「
宿
谷
の
禅
門
を
使
と
し
て
奉
レ
入
一
最
明
寺
殿
見
参
一
・
此
は
生
年
三
十
九
の
文
応
元
年
庚
申
歳
也
。
日
蓮
が
立
申
法
門
を
一
偶
一
句

テ
ス

フ

も
答
る
人
一
人
も
な
し
型
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
最
明
寺
殿
」
と
い
う
見
参
の
相
手
が
刊
本
で
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
聖
人
の
法
門
に

つ
い
て
答
え
る
人
は
．
人
も
」
無
し
と
い
う
箇
所
の
省
略
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
も
果
し
て
省
略
な
の
か
、
脱
落
な
の
か
、
さ
だ
か
で

モ
云
玉
ヘ
リ
云
云
」
と
付
け
加
え
た
上
で
、
「
或
御
書
云
、
午
時
此
法
門
申
始
、
今
ハ
廿
七
年
云
云
。
」
と
再
度
『
聖
人
御
難
事
」
を
引
用
し

て
い
る
。
こ
の
書
は
真
蹟
現
存
で
あ
り
、
引
用
の
箇
所
も
ほ
ぼ
定
本
と
間
違
い
な
い
。
『
清
澄
寺
大
衆
中
」
に
よ
れ
ば
「
建
長
五
年
四
月

二
十
八
座
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
朝
師
は
こ
の
御
書
が
身
延
曽
存
で
あ
る
の
で
当
然
眼
に
ふ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
重
人
御

難
事
」
は
中
山
蔵
な
の
で
、
朝
師
の
頃
す
で
に
な
ん
ら
か
の
っ
て
で
、
こ
の
御
書
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又

は
当
時
写
本
が
存
在
し
た
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

７
、
立
正
安
国
論
に
つ
い
て
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垂
《
，
／
○

『
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

の
関
連
を
も
考
慮
し
て
引
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
一

ヲ
シ
ラ
セ
シ
ニ

ヨ
リ

ハ
シ
・
ン
古
鐸

続
い
て
「
弘
長
二
年
正
月
御
消
息
云
、
此
身
学
門
仕
更
漸
罷
二
成
廿
四
五
年
一
、
法
花
経
信
参
更
僅
此
六
七
年
以
来
也
。
亦
信
候
共
、

ノ
タ
ル
ハ
ト
モ
ハ
ノ
ニ
テ
サ
ヘ
ニ
ニ
ヨ
リ
ニ
マ
デ

慨
怠
身
上
、
或
学
門
云
、
或
世
問
更
被
し
里
一
日
縄
一
巻
一
品
題
目
也
。
今
去
年
五
月
十
二
日
今
年
正
月
十
五
六
日
至
百
五
十
余
ヶ
日

程
、
昼
夜
十
二
時
法
花
経
修
行
奉
存
候
。
其
故
、
法
花
経
故
係
成
し
身
候
、
行
住
坐
臥
法
花
経
読
候
へ
。
受
一
入
間
里
、
此
程
悦
何
熟

ハ

ニ
ヲ
シ
ト

ハ

ニ
カ
カ
ル
ト
ヘ
ハ
ニ
ヲ
ミ
テ
コ
ソ

ヒ
ト
ハ
ケ
ミ
テ
ヲ
シ
テ

ヲ
ト
ラ
テ
ノ
ニ
コ
ソ

ハ
サ
ヌ
ニ
モ

ヲ
タ
ル
ニ
テ

候
ヘ
キ
。
凡
夫
習
菩
提
心
発
雄
二
後
生
願
一
、
自
思
出
十
二
時
間
一
時
願
候
へ
・
是
思
出
読
候
。
サ
ル
ニ
テ
モ
法
花
経
行
候
・
」

と
「
四
恩
紗
』
の
一
節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
御
書
は
朝
師
自
身
の
写
本
が
あ
る
の
で
、
身
近
に
見
聞
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る

ニ
マ
デ
カ
ハ

と
こ
ろ
で
右
の
刊
本
に
相
当
す
る
部
分
を
定
本
で
見
る
と
、
「
今
年
正
月
十
五
六
日
至
百
五
十
余
ヶ
日
程
」
の
部
分
が
、
定
本
で
は

（
吃
）

「
今
年
正
月
十
六
日
に
至
ま
で
、
二
百
四
十
餘
日
の
程
は
、
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
正
月
十
五
六
日
」
と
両
日
に
ま
た
が
っ
て
い
る
の
に
対

し
「
十
六
日
」
と
断
定
し
て
い
る
。
ま
た
「
百
五
十
余
ヶ
日
」
に
つ
い
て
は
、
「
二
百
四
十
餘
日
」
と
大
幅
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
寛

ニ
ル
マ
デ

文
六
年
版
の
刊
本
で
も
「
今
年
正
月
十
五
六
日
至
二
百
五
十
餘
箇
日
」
と
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
こ
の
部
分
も
定
本
の
表
示
が
正
当

で
あ
り
、
刊
本
は
誤
写
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
「
去
年
の
五
月
十
二
日
か
ら
」
と
い
う
の
は
伊
豆
流
罪
の
日
か
ら
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
起
算
し
て
本
年
（
弘
長
二
年
）
の
「
正
月
十
六
日
」
ま
で
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
『
四
恩
紗
」
の
述
作
さ
れ
た
日
の

こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
旧
暦
の
換
算
と
し
て
も
「
百
五
十
余
ヶ
日
」
で
は
、
計
算
が
合
わ
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ノ
ト
ト

ー
ル
ー

次
に
、
『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
」
を
引
用
し
て
、
「
御
消
息
云
、
今
日
本
国
既
成
二
大
誇
法
国
一
可
し
被
し
破
二
他
国
一
見
」
か
ら
始
ま
っ
て
、

モ
シ
テ
サ
レ
ヌ
ク

ツ
ヨ
ル

「
其
後
幾
程
無
召
還
。
又
如
二
経
文
一
弥
申
。
」
ま
で
の
間
、
国
を
救
う
べ
く
故
最
明
寺
入
道
殿
に
諌
言
し
た
が
用
い
ら
れ
ず
に
、
理
不
尽
に

ノ

伊
豆
の
国
へ
流
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
刊
本
も
定
本
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
刊
本
で
は
「
去
康
元
比
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ニ
ス

シ
（
蝿
）

飯
明
寺
殿
申
。
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
定
本
で
は
「
去
文
応
の
比
、
故
最
明
寺
入
道
殿
に
申
上
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
康
元
」
（
二
一
五

六
）
は
建
長
七
年
の
翌
年
で
あ
り
、
「
文
応
」
二
二
六
○
）
は
正
元
元
年
の
翌
年
と
な
る
の
で
、
こ
の
間
四
年
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。
も

し
朝
師
の
写
本
の
通
り
で
あ
る
と
す
る
と
、
日
蓮
聖
人
は
康
元
元
年
の
頃
か
ら
、
最
明
寺
殿
に
対
し
て
諫
暁
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
る

ノ

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
刊
本
で
も
「
私
云
、
建
長
七
年
乙
卯
、
康
元
丙
辰
、
正
嘉
元
丁
己
次
第
セ
リ
。
サ
レ
バ
建
長
五
年
以
後
康
元
比

二
ヲ
メ
ヘ
ル
ノ

頻
天
下
諫
玉
欺
。
」
と
記
し
て
い
る
。
定
本
で
は
「
文
応
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
次
に
つ
な
が
る
文
で
「
理
不
尽
に
伊
豆
国

上

へ
流
し
給
ぬ
・
」
と
い
う
伊
豆
法
難
に
か
か
る
一
連
の
文
と
す
る
と
、
文
応
が
妥
当
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
恐
ら
く
は
こ
の
伊
豆
法
難
と

の
関
連
で
文
応
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
弘
長
三
年
赦
免
の
後
、
悲
母
の
病
死
を
助
け
ら
れ
「
其
後
四
ヶ
年
存
命
シ
玉
キ
」
と
記
さ
れ
た
後
を
受
け
て
、
「
或
御
消
息
云
」

と
あ
り
、
「
聖
人
御
難
事
』
を
引
用
し
て
い
る
。

一
一

ノ
ク
リ
ヤ

ノ
ヘ
ル
ハ

「
去
建
長
五
年
四
月
廿
八
日
安
房
国
長
狭
郡
之
内
東
条
郷
天
照
太
神
御
厨
右
大
将
家
立
始
玉
也
。
日
本
第
二
御
厨
也
。
今
日
本
第
一

二
鵬
‐

ノ
ニ
シ
テ
ニ

ー
ア
ハ

也
、
此
郡
清
澄
寺
申
寺
諸
仏
坊
持
仏
堂
南
面
午
時
此
法
門
申
始
今
廿
七
年
也
一
妻
。
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
定
本
と
相
異
し
て
い
る
箇
所

を
出
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
先
ず
「
去
建
長
五
年
」
の
次
に
定
本
で
は
「
大
歳
癸
孟
と
い
う
干
支
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
「
東
条
郷
」
の
と
こ
ろ
は
定
本
で
は
「
東
條
の
郷
、
今
は
郡
也
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
「
郷
」
だ
っ
た
の
が
今
で
は
「
郡
」
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
尚
、
寛
文
六
年
版
の
刊
本
に
も
郡
に
関
す
る
記
述
は
見
当
ら
な
い
。
御
真
蹟
に
は
第
一
紙
三
行

ハ

目
に
「
今
郡
也
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
し
、
一
行
目
に
は
干
支
も
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
部
分
は
書
写
の
際
、
共
に
省
略
又

は
脱
落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９
、
東
条
御
難
之
更

『
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）
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「
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

ナ
レ
パ
二

「
御
書
云
、
如
来
現
在
猶
多
怨
嫉
況
滅
度
後
日
蓮
此
法
門
故
披
二
怨
嫉
一
更
決
定
也
。
」
と
又
こ
こ
で
も
『
波
木
井
殿
御
書
』
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。
東
条
小
松
原
法
難
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
又
定
本
と
相
異
す
る
と
こ
ろ
は
、
日
時
に
関
し
「
十
二
月
十
一
日
」

（
晦
）

と
刊
本
は
な
っ
て
い
る
が
、
定
本
で
は
「
十
一
月
十
一
日
」
で
あ
る
。
小
松
原
法
難
は
十
一
月
な
の
で
、
写
し
間
違
え
た
も
の
と
い
え
よ

一
｜

あ
だ

ナ

う
。
ま
た
「
日
蓮
此
法
門
故
被
一
》
怨
嫉
一
更
決
定
也
。
」
の
部
分
は
、
定
本
で
は
「
日
蓮
此
法
門
の
故
に
怨
ま
れ
て
死
ん
こ
と
は
決
定
也
。
」

ナ
・

モ
ラ
二
二

と
な
っ
て
い
る
。
「
死
ん
こ
と
」
と
い
う
決
死
の
覚
悟
が
定
本
で
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
「
被
二
打
漏
一
候
鎌
倉
登
・
」
と
い
う
文
ま
で

ラ
タ
ラ

の
間
に
、
多
少
の
文
章
上
に
お
け
る
相
異
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
じ
文
意
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
定
本
で
は
「
自
身
計
り
は
射
れ
打
れ
切

一
う

れ
候
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
刊
本
で
は
「
射
れ
」
の
部
分
の
み
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ニ
ヲ
ノ
ヲ
．

こ
の
後
、
引
き
続
い
て
「
或
御
書
云
」
と
あ
っ
て
『
聖
人
御
難
事
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
蒙
二
頭
疵
一
左
手
打
ヲ
ラ
レ
ヌ
ト
ー
妻
」
と

チ
（
お
）

あ
り
、
定
本
で
も
「
頭
に
き
ず
（
疵
）
を
か
ほ
り
左
の
手
を
打
を
ら
る
。
」
と
同
様
の
文
と
な
っ
て
い
る
。
前
書
で
は
聖
人
自
身
の
受
け

た
難
に
つ
い
て
、
「
被
し
打
被
レ
切
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
御
書
で
は
頭
と
左
手
に
負
傷
を
負
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の

で
、
前
書
を
補
う
か
た
ち
で
こ
の
御
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『
聖
人
御
難
事
』
は
真
蹟
が
中
山
に
保
存
さ
れ
て

い
る
の
で
、
『
波
木
井
殿
御
書
」
を
補
説
す
る
に
は
充
分
信
頼
に
足
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
但
し
、
朝
師
が
果
し
て
そ
の
間
の
こ

と
を
考
慮
し
て
お
ら
れ
た
か
否
か
は
さ
だ
か
で
は
な
い
。
「
聖
人
御
難
事
」
に
よ
り
、
聖
人
の
負
傷
が
よ
り
具
体
的
に
な
っ
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。

ニ
ー
ナ

ト

次
に
景
信
に
関
連
し
て
、
「
御
書
云
、
本
安
州
之
者
候
シ
カ
、
地
頭
東
条
左
衛
門
尉
景
信
申
セ
シ
者
、
」
と
『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
が

ノ
ヲ

ノ
ヲ
シ
テ

引
用
さ
れ
、
景
信
の
為
に
「
東
条
郡
セ
カ
レ
テ
入
更
ナ
シ
。
父
母
墓
不
レ
見
数
年
也
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
定
本
で
は
こ
の
部
分
が
「
東
條

の
郡
ふ
せ
（
ま
）
が
れ
て
入
事
な
し
。
父
母
の
墓
を
見
ず
し
て
数
年
な
脱
哩
」
と
読
み
易
く
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
景
信
が
念
仏
者
に

ル
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１
土
君
易
二
に
出
肺
４
札
『
皐
少

文
永
五
年
後
正
月
に
蒙
古
国
よ
り
我
が
国
に
対
し
て
、
牒
状
が
到
着
し
た
こ
と
に
関
し
、
『
宿
屋
入
道
許
御
状
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
肥
）

当
時
強
国
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
大
蒙
古
か
ら
の
牒
状
は
、
幕
府
を
始
め
国
民
の
間
で
も
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
た
だ
け
に
、
聖

人
と
し
て
も
関
心
の
深
い
問
題
で
あ
っ
た
。
宿
屋
入
道
に
対
し
牒
状
に
関
連
し
て
、
正
元
二
年
七
月
十
六
日
に
「
立
正
安
国
論
』
を
故
最

明
寺
入
道
へ
、
宿
屋
入
道
を
介
し
て
進
覧
し
他
国
侵
逼
の
難
の
予
言
を
し
た
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
尚
正
元
二
年
は
四
月
十
三
日

に
改
元
さ
れ
て
正
嘉
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
御
書
で
は
正
元
を
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ハ

キ
ワ
マ
リ

「
其
後
書
絶
不
レ
申
不
審
無
し
極
。
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
こ
の
御
書
は
、
文
永
五
年
八
月
二
十
二
日
付
で
、
宿
屋
左
衛
門
入
道

ヲ
ニ

キ

殿
と
宛
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
刊
本
で
は
正
嘉
元
年
の
大
地
震
に
つ
い
て
「
只
引
二
諸
経
一
勘
し
之
」
と
あ
る
が
、
定
本
で
は
「
日
蓮
引
ニ

ヲ
フ
ル
ニ
ヲ
（
四
）

諸
経
一
勘
し
之
」
と
あ
り
、
主
語
が
明
確
で
あ
る
が
刊
本
で
は
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
末
文
に
至
っ
て
、
「
当
可
レ
為
調
伏
彼

セ
イ
ジ
ウ

ソ
ウ
ヲ

ス
ル
ヲ

西
戎
之
人
兼
知
し
之
。
将
又
勘
し
之
為
し
国
為
し
君
為
レ
神
為
し
仏
可
レ
被
し
経
内
奏
歎
。
」
と
あ
る
が
、
定
本
で
は
「
当
可
レ
為
下
調
二
伏
彼
西
戎
一

一
ア

ブ
ヲ

キ
ル

ヲ

之
人
上
乗
知
し
之
論
文
勘
し
之
。
為
し
君
為
し
国
為
し
神
為
し
仏
可
レ
被
し
経
二
内
奏
一
歎
・
」
と
な
っ
て
い
て
微
妙
な
相
異
が
感
じ
ら
れ
る
。
即
ち

「
為
君
為
国
」
が
刊
本
で
は
入
れ
替
っ
て
お
り
「
論
文
勘
し
之
」
が
「
将
又
勘
し
之
」
と
な
っ
て
い
る
。
論
文
は
明
ら
か
に
『
立
正
安
国
論
」

を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
御
書
も
又
朝
師
の
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
、
自
身
の
写
本
で
あ
る
か
ら
、
意
の
分
明
な
箇
所

は
敢
て
省
略
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
語
句
の
先
後
や
省
略
の
箇
所
か
ら
、
微
妙
な
文
意
・
文
脈
の
違
い
を
感
じ
と
れ
る
も
の

が
あ
る
。
尚
、
寛
文
六
年
版
の
刊
本
で
は
「
為
し
仏
為
し
神
為
二
一
切
衆
生
一
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
御
書
の
日
付
も
「
八
月
二
十
一
日
」

「
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

方
人
し
、
聖
人
の
入
郷
を
こ
ば
み
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
御
書
は
朝
師
自
身
の
写
本
が
あ
る
の
で
、
引
用
も
容
易

に
で
き
た
こ
と
と
推
察
し
う
る
。

〈
叩
〉
、

蒙
古
牒
状
更
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採
用
し
て
い
る
。

ｕ
、
文
永
八
幸

『
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

（
釦
）

と
な
っ
て
お
り
、
最
後
の
「
恐
々
謹
言
」
も
「
恐
慢
謹
言
」
と
な
っ
て
い
る
。
定
本
で
は
寛
文
六
年
版
と
同
様
に
「
八
月
二
十
一
日
」
を

ｕ
、
文
永
八
辛
未
申
状
案

平
左
衛
門
尉
に
宛
て
文
永
八
年
九
月
十
二
日
に
出
し
た
ヨ
昨
日
御
書
』
が
引
か
れ
て
い
る
。
龍
口
法
難
直
前
の
執
筆
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
項
で
は
同
御
書
の
全
文
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
朝
師
自
身
の
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
定
本
を
比
較
し
て
見
る
と
全
体
の
文

意
に
は
大
差
は
な
い
が
、
こ
こ
で
も
細
か
な
点
ま
で
入
れ
る
と
二
十
箇
所
程
の
文
字
上
に
お
け
る
異
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
主

ノ

ノ

な
も
の
だ
け
を
拾
っ
て
み
る
と
、
「
一
乗
崇
重
三
国
繁
昌
儀
流
二
眼
泉
一
」
と
刊
本
に
あ
る
が
、
定
本
で
は
「
一
乗
之
崇
重
三
国
之
繁
昌
儀

ル
二
（
釦
）

ル

流
二
眼
前
一
」
と
あ
っ
て
、
「
眼
泉
」
が
「
眼
前
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
刊
本
で
は
「
然
間
聖
人
捨
レ
国
鬼
神
成
し
填
七
難
並
起
」
と
な
っ

ル

て
い
る
が
、
定
本
で
は
「
然
間
聖
人
捨
レ
国
善
神
成
し
腹
、
七
難
竝
起
」
と
あ
っ
て
、
「
鬼
神
」
を
「
善
神
」
と
書
き
替
え
ら
れ
て
お
り
、

一
ア
一
ア

正
反
対
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
何
故
に
鬼
神
が
善
神
と
な
っ
た
の
か
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
『
立
正
安
国
論
」
で
は
「
善
神
捨
レ
国
而
相

叩
〃
。
ン
一
ア
ヲ

ヲ
（
錘
）

去
聖
人
辞
し
所
而
不
レ
還
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
善
神
・
聖
人
と
い
う
表
し
方
が
、
妥
当
の
ご
と
く
に
考
え
ら
れ
る
。
故
に
『
安
国
論
」

ヲ
テ
リ
リ
リ
ル

で
は
「
是
以
魔
来
鬼
来
災
起
難
起
」
と
続
い
て
い
る
。
魔
鬼
が
災
難
を
起
こ
す
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ス
ル

ま
た
刊
本
で
は
「
邪
法
邪
教
之
輩
悦
言
二
讃
奏
一
之
間
」
な
っ
て
い
る
箇
所
が
、
定
本
で
は
「
邪
法
邪
教
之
輩
讃
奏
謹
言
之
問
」
と
あ
っ

て
、
悦
言
と
謹
言
の
相
異
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
讃
」
を
「
悦
」
と
読
み
ち
が
え
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、

ヲ

「
未
し
尽
二
厳
志
一
可
、
」
と
刊
本
に
あ
る
が
、
こ
れ
も
定
本
で
は
「
未
し
尽
微
志
一
耳
、
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
厳
」
と
「
微
」
、
「
可
」
と
「
耳
」

ゾ

ヲ

ソ
セ
ン

ヲ

の
読
み
ち
が
い
と
も
見
受
け
ら
れ
よ
う
。
「
何
指
二
国
中
之
良
材
一
哉
」
と
あ
る
と
こ
ろ
も
、
定
本
で
は
「
何
損
二
国
中
之
良
材
一
哉
」
と
あ

り
、
「
指
」
と
「
損
」
の
読
み
ち
が
い
か
と
も
み
え
る
。
こ
う
し
た
読
み
ち
が
い
、
又
は
書
き
違
い
と
も
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
、
丹
念
に
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ヲ

ノ

次
に
、
「
錐
し
未
し
入
二
見
参
一
、
以
二
事
次
一
申
承
常
習
候
歎
。
」
と
い
う
文
で
始
ま
る
「
行
敏
書
状
之
豆
」
で
は
、
「
行
敏
御
返
事
』
を
全

文
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
壷
但
し
日
付
の
「
七
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
、
定
本
で
は
八
日
と
な
っ
て
い
る
占
添
相
異
す
る
。
続
い
て

「
御
返
状
之
妄
」
で
も
、
引
き
続
き
同
御
書
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
次
の
「
行
敏
奏
状
之
豆
」
で
は
『
行
敏
訴
状
御
会
通
」
を
引
用
し

特
色
で
あ
る
と
い
え
る
。

て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
或
記
一
三
と
あ
っ
て
、
霜
基
陳
状
」
を
参
考
に
し
た
と
い
え
る
記
述
が
見
ら
れ
奄
同
一
文
で
は
な
い
が
、
趣
旨
は
極

楽
寺
の
良
観
房
が
祈
雨
を
行
う
こ
と
を
知
り
、
七
日
の
内
に
雨
が
降
っ
た
場
合
は
念
仏
に
よ
る
浄
土
往
生
を
信
ず
る
こ
と
に
す
る
が
、
も

し
降
ら
ぬ
場
合
は
法
華
経
を
信
ず
べ
き
旨
を
申
し
伝
え
た
。
し
か
し
遂
に
七
日
の
内
に
降
ら
な
か
っ
た
の
で
、
再
三
使
者
を
良
観
の
も
と

ヲ
シ

へ
つ
か
わ
し
、
約
束
通
り
「
自
今
以
後
日
蓮
誇
誹
誇
玉
フ
ナ
。
」
と
述
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
『
頼
基
陳
状
』
の
文
意
に
添
っ

ヲ
ラ
ン
ト

ノ
ノ

ル
ノ

た
表
現
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
段
の
末
文
に
「
上
人
奉
レ
失
結
構
事
、
不
二
可
称
計
一
也
。
文
永
八
年
九
月
十
二
日
龍
口
御
難
併
由
一
》
此
等

讃
奏
一
者
也
。
」
と
あ
っ
て
、
祈
雨
に
敗
れ
た
良
観
ら
の
讃
奏
が
、
龍
口
法
難
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
如
く
、
御
遺
文
を
直
接
引
用
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
基
に
し
て
文
意
を
伝
え
る
形
を
と
っ
て
い
る
点
が
、
こ
の
段
の

拾
っ
て
い
く
と
意
外
に
多
い
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
朝
師
の
原
本
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
が
、
恐

ら
く
は
朝
師
自
身
が
写
本
を
遺
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
元
祖
化
導
記
』
に
写
し
間
違
い
を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
本
を
写
し
た
時
、
又
は
転
写
・
刊
本
の
際
に
異
り
が
生
じ
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
て
く
る
。

ク

刊
本
で
は
「
僧
行
敏
謹
言
上
」
と
あ
り
、
「
欲
早
被
レ
召
決
日
蓮
一
推
一
破
邪
見
一
興
隆
正
義
島
と
御
書
を
引
き
、
以
下
御
書
に
添
っ

『
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

岨
、
就
祈
雨
勝
負
之
更
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「
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

て
前
記
良
観
と
の
祈
雨
の
件
に
も
ふ
れ
つ
っ
論
を
進
め
、
私
的
な
問
答
で
は
な
く
、
公
場
に
於
い
て
是
非
を
上
奏
し
た
い
旨
を
説
い
た
こ

ハ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
「
然
則
且
為
二
仏
法
興
隆
一
、
且
為
二
衆
生
利
益
一
被
し
召
二
決
日
蓮
一
停
二
止
悪
義
一
者
」
と
あ
る
如
く
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
御
書
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
要
所
の
み
を
引
い
て
聖
人
の
龍
口
法
難
直
前
の
状
況
を
紹
介
す
る
形
を
と
っ
て
い

咽
、
対
奉
行
人
被
仰
合
更

こ
の
一
段
で
は
種
種
御
振
舞
御
壹
の
一
節
を
引
用
し
、
聖
人
が
奉
行
に
対
し
て
の
申
し
分
を
紹
介
し
て
い
篭
即
ち
「
御
書
云
、

ノ

ブ

念
仏
者
・
持
斎
・
真
言
師
等
不
レ
及
二
自
身
智
一
」
と
い
う
箇
所
か
ら
、
「
太
政
入
道
狂
様
少
無
二
憧
事
一
物
狂
。
」
ま
で
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
御
書
に
つ
い
て
は
、
朝
師
の
写
本
も
あ
る
の
で
手
元
の
御
書
を
そ
の
ま
ま
引
用
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
定
本
で
は

書
き
下
し
文
に
な
っ
て
い
る
が
、
刊
本
で
は
漢
文
体
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
わ
ず
か
な
が
ら
文
章
上
の
相
違
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
「
文
永
八
年
九
月
十
一
百
御
勘
気
之
頁
」
の
一
段
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
即
ち
「
御
書
云
、
平
左
衛
門

ト
シ
テ
ノ
ニ

シ
テ
ヲ
シ
ク
ス

尉
大
将
数
百
人
兵
共
同
丸
着
烏
帽
子
懸
、
眼
填
声
荒
。
」
と
あ
っ
て
、
『
種
種
御
振
舞
御
書
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
刊
本
は
こ
の
段

ヲ

ハ

で
も
一
部
が
漢
文
体
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
刊
本
で
は
「
見
二
日
蓮
是
一
思
様
、
日
来
思
儲
タ
リ
ッ
ル
事
是
也
。
」
と
あ
る
箇
所
が
、
定

本
で
は
「
日
蓮
こ
れ
を
見
て
を
も
う
や
う
、
日
ご
ろ
月
ご
ろ
を
も
ひ
き
う
け
た
り
つ
る
事
は
こ
れ
な
叱
哩
」
と
な
っ
て
い
る
。
定
本
で
は

「
月
ご
ろ
」
が
入
っ
て
い
る
が
、
刊
本
に
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
文
意
の
上
か
ら
充
分
に
意
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

一
部
の
語
句
を
略
し
て
も
差
支
え
が
な
い
場
合
と
み
な
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
の
「
九
月
士
百
夜
八
幡
大
菩
薩
諌
玉
フ
豆
」
の
一
段
も
、
同
様
に
「
種
種
御
振
舞
御
書
』
が
引
き
続
き
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
十

ノ

ノ
ニ
テ
テ
ニ
ニ
ン
力
ヲ
シ
テ

一
一

二
日
夜
武
蔵
守
殿
預
及
二
夜
半
一
為
一
頸
切
一
鎌
倉
出
」
と
の
一
文
か
ら
、
「
又
馬
打
乗
由
井
浜
打
出
ス
ト
一
雲
」
と
い
う
八
幡
大
菩
薩
に
起
請

る
の
で
あ
る
。
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Ｍ
、
有
頼
基
御
告
妄

次
に
こ
の
一
段
で
も
『
種
種
御
振
舞
御
書
』
の
一
節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
四
條
金
吾
へ
使
者
を
立
て
、
法
難
の
一
件
を
知
ら
し

ノ
ニ
テ

め
た
一
段
で
あ
る
。
「
御
霊
前
至
又
云
」
か
ら
、
「
何
約
束
ヲ
ハ
不
違
ソ
ト
申
セ
シ
時
」
ま
で
、
左
衛
門
尉
兄
弟
四
人
が
、
聖
人
に
付
添
っク

て
龍
口
ま
で
の
道
行
き
を
述
べ
た
部
分
が
記
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
「
其
夜
粧
異
更
」
の
段
で
は
、
同
御
書
の
江
の
島
の
方
よ
り
「
如
レ

ノ
タ
ル
ノ

ヘ
ル

月
光
物
鞠
様
ニ
テ
辰
巳
方
ョ
リ
戌
亥
ノ
方
光
渡
」
と
い
う
一
節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
刊
本
で
は
定
本
に
記
載
さ
れ
て

ノ
ノ
ニ
テ
ノ
モ
ユ
ニ
ル
モ

い
る
一
部
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
「
物
光
月
夜
様
人
々
面
皆
見
。
兵
士
者
共
興
搭
テ
畏
、
或
ハ
馬
上
テ
有
二
鱒
者
一
・
」
と
刊
本
に
あ

る
部
分
は
、
定
本
で
は
「
物
の
ひ
か
り
月
夜
の
や
う
に
て
、
人
々
の
面
も
み
な
み
ゆ
。
太
刀
取
目
く
ら
み
た
ふ
れ
臥
し
、
兵
共
お
ぢ
怖
れ
、

リ

け
う
さ
め
て
一
町
計
は
せ
の
き
、
或
は
馬
よ
り
を
り
て
か
し
こ
ま
り
、
或
は
馬
上
に
て
う
ず
く
ま
れ
る
も
あ
伽
糎
」
と
な
っ
て
い
る
。
太

ノ

刀
取
り
の
目
が
く
ら
ん
だ
状
況
や
兵
士
達
が
一
町
も
退
り
ぞ
い
た
こ
と
な
ど
は
刊
本
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
定
本
の
表
現
の
方
が
よ
り
具

体
的
で
描
写
も
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
あ
と
「
或
記
云
」
と
あ
っ
て
、
鎌
倉
か
ら
の
使
者
と
龍
口
か
ら
の
使
者
が
七
里
浜
に
て
行
き
合
い
「
日
蓮
房
不
可
詠
之
由
有
之
」

ハ
ｂ
ト

ノ

と
な
り
、
「
依
之
其
夜
死
罪
有
一
御
延
引
一
」
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
「
或
御
書
云
、
九
月
十
二
日
丑
時
頸
座
引
ス
ヘ
ラ
レ
キ

云
云
」
と
謬
法
比
丘
尼
御
返
臺
が
引
用
さ
れ
て
い
窪
こ
の
御
書
も
朝
師
の
写
本
が
あ
る
の
で
、
種
種
御
振
舞
御
壹
に
添
え
て

引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

写
さ
れ
て
い
る
。

の
一
段
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
最
初
の
一
行
半
程
が
漢
文
体
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
は
書
き
下
し
文
と
漢
文
体
と
を
混
入
さ
せ
て
書

一
一

巧
、
依
智
奉
移
更

『
元
祖
化
導
記
」
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）
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状
況
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一
一

ナ
ン
ト

ノ

モ

ニ
ノ
ヘ
ル

先
ず
「
依
智
奉
移
豆
」
で
は
、
「
夜
明
ナ
ハ
有
二
見
苦
敷
一
進
シ
カ
共
、
兎
角
無
二
返
吏
一
・
」
か
ら
始
ま
っ
て
、
「
今
夜
内
熱
海
湯
走
参
ベ

ノ
ニ
ヌ

ヲ
ダ
レ
ヲ
テ

ハ

シ
ト
テ
罷
出
ヌ
。
」
ま
で
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
文
中
で
「
本
間
六
郎
左
衛
門
尉
家
入
。
武
士
共
皆
各
頭
項
手
合
申
様
、
此
程
何
ナ
ル

リ

人
ニ
テ
カ
坐
覧
。
」
と
あ
る
箇
所
が
、
定
本
で
は
「
本
間
の
六
郎
左
衛
門
が
い
へ
に
入
ぬ
。
酒
と
り
よ
せ
て
、
も
の
の
ふ
ど
も
に
の
ま
せ

ス

（
釦
）

て
あ
り
し
か
ぱ
、
各
か
へ
る
と
て
か
う
べ
を
う
な
だ
れ
、
手
を
あ
ざ
へ
て
申
や
う
。
こ
の
ほ
ど
は
い
か
な
る
人
に
て
や
を
は
す
ら
ん
」
と

な
っ
て
い
る
。
即
ち
「
酒
と
り
よ
せ
て
」
武
士
達
に
飲
ま
せ
た
事
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
意
識
的
に
削
除
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

「
化
導
記
』
と
い
う
立
場
か
ら
す
る
と
、
こ
の
一
事
は
ど
う
し
て
も
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た

か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
依
智
星
下
古
遷
で
は
、
同
じ
く
『
種
種
御
振
舞
御
書
』
が
引
用
き
れ
て
い
る
。

ノ
ニ

ク

ア
ヤ
マ
チ

「
御
書
云
、
注
進
状
此
人
無
し
失
人
也
、
今
且
有
許
サ
セ
玉
ヘ
シ
。
誤
シ
テ
ハ
可
レ
有
二
後
悔
一
云
云
。
」
と
あ
り
、
そ
の
次
に
は
「
其
夜
十

シ
ー
ア
ニ
テ

カ

三
日
兵
士
共
数
十
人
番
大
庭
並
居
候
キ
。
」
と
『
佐
渡
御
勘
気
抄
』
に
入
り
、
星
下
り
の
状
況
が
述
べ
ら
れ
、
「
付
火
者
持
斎
・
念
仏
者
計

ニ
シ
テ

更
也
。
其
由
滋
ケ
レ
ハ
不
書
。
」
ま
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
定
本
と
の
相
異
は
微
妙
で
あ
る
が
、
刊
本
で
は
「
依
智
舟
四
日
」
と
あ
る
と

（
釦
）

こ
ろ
が
定
本
で
は
「
二
十
餘
日
」
と
あ
り
、
「
三
百
六
十
余
人
」
が
「
二
百
六
十
餘
人
」
と
あ
っ
て
、
「
二
」
と
「
三
」
の
違
い
が
見
ら
れ

る
。
単
な
る
写
し
間
違
い
か
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

『
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

こ
の
段
と
次
の
「
依
智
星
下
更
」
の
段
で
は
、
共
に
『
種
種
御
振
舞
御
書
』
が
引
用
さ
れ
、
龍
口
か
ら
依
智
へ
の
道
程
と
、
星
下
り
の

か
く
し
て
、
朝
師
の
『
元
祖
化
導
記
』
上
巻
は
、
「
干
時
明
応
九
稔
庚
申
卯
月
十
八
日
書
写
之
日
定
書
」
と
い
う
一
文
で
終
っ
て
い

結
語
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る
。
朝
師
は
明
応
九
年
六
月
一
干
五
日
遷
化
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
二
か
月
と
七
日
程
前
の
書
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
元
祖
化
導
記
」

は
最
初
に
も
ふ
れ
た
如
く
、
原
本
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
日
定
が
書
写
し
た
写
本
を
、
さ
ら
に
順
幸
が
転
写
し
た
も
の
が
伝
わ
っ
て
い
る

た
め
、
上
来
見
て
き
た
如
く
、
朝
師
の
原
本
と
同
一
視
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
所
も
多
々
あ
る
と
い
え
よ
う
。
日
定
の
写

本
で
の
段
階
か
、
又
は
順
幸
の
転
写
の
段
階
か
で
、
誤
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
所
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仙
朝
師
自
身
が
意
図
的
に
御
書
の
一
部
を
省
略
さ
れ
た
り
、
趣
意
的
に
書
き
改
め
ら
れ
た
場
合
。

②
日
定
が
書
写
し
た
際
に
生
じ
た
朝
師
原
本
と
の
相
違
点
。

側
順
幸
が
転
写
し
た
際
の
相
違
点
。

側
順
幸
転
写
本
を
刊
本
と
し
た
際
の
相
違
点

等
の
諸
点
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
寛
文
六
年
版
の
刊
本
と
昭
和
定
本
の
御
書
並
に
転
写
本
と
の
間
で
は
、
相
異
す
る
所

が
見
ら
れ
る
が
、
右
の
四
点
か
ら
相
異
の
原
因
を
探
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
朝
師
の
原
本
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
真
相
を
た
し

か
め
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。

惟
に
朝
師
の
力
量
か
ら
推
し
て
、
引
用
の
諸
御
害
は
、
朝
師
自
身
が
書
写
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
意
図
的
に
繁
を
さ
け
て
一
部
を
省
略

さ
れ
た
こ
と
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
又
当
時
、
身
延
山
に
在
っ
て
、
身
辺
に
あ
る
御
書
を
中
心
と
し
た
こ
と
も
、
当
然
で

あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
久
遠
寺
を
西
谷
か
ら
現
在
の
地
へ
移
転
さ
せ
る
と
い
う
一
大
事
業
を
完
成
さ
せ
な
が
ら
も
、
こ
う
し
た
御

書
の
蒐
集
や
書
写
に
加
え
て
、
膨
大
な
著
述
を
残
さ
れ
た
こ
と
は
偉
大
な
業
績
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

御
書
を
忠
実
に
編
集
し
、
そ
の
中
か
ら
宗
祖
の
ご
一
代
に
関
す
る
御
書
の
み
を
引
用
し
つ
つ
、
「
太
平
記
』
や
「
王
代
記
』
を
も
っ
て

補
記
し
な
が
ら
、
完
成
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
宗
祖
の
一
代
を
伝
え
る
書
と
し
て
、
後
世
に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。

『
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）
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「
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

今
回
は
上
巻
の
み
を
対
象
と
し
た
が
、
三
十
箇
所
の
御
書
の
引
用
の
中
で
、
最
初
の
方
は
「
波
木
井
殿
御
書
』
が
多
く
、
八
箇
所
に
わ

た
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
終
り
の
部
分
に
な
る
と
『
種
種
御
振
舞
御
書
』
が
多
く
な
り
、
七
箇
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
上
巻
の

引
用
御
書
を
見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

〔
御
書
名
〕
〔
真
蹟
・
写
本
〕
〔
引
用
回
数
〕

波
木
井
殿
御
書
本
満
寺
本
八

妙
法
比
丘
尼
御
返
事
朝
師
写
本
四

清
澄
寺
大
衆
中
真
蹟
（
曽
存
）

聖
人
御
難
事
真
蹟
（
中
山
）
四

四
恩
抄
朝
師
写
本

宿
屋
入
道
許
御
状
朝
師
写
本

一
昨
日
御
書
朝
師
写
本

頼
基
陳
状
興
師
写
本
（
重
須
）

行
敏
御
返
事
真
蹟
（
駿
河
・
本
興
寺
）

行
敏
訴
状
御
会
通
真
蹟
（
曽
存
）
・
朝
師
写
本
一

種
種
御
振
舞
御
書
真
蹟
・
朝
師
写
本
七

計
十
一
御
書
三
○
回

右
の
中
で
朝
師
の
写
本
が
六
書
、
身
延
曽
存
を
入
れ
る
と
七
書
ま
で
が
、
朝
師
の
身
近
か
に
あ
っ
て
、
い
つ
も
見
る
こ
と
の
で
き
た
御
書
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で
あ
る
。
そ
の
他
の
御
書
も
写
本
が
身
延
に
あ
っ
て
、
参
考
に
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
波
木
井
殿
御
書
」
が
八
回
と
最
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
点
は
、
問
題
が
残
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
宗
祖
の
ご
誕
生
か
ら
出

家
・
就
学
・
弘
通
発
心
と
い
っ
た
初
期
の
時
期
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
に
具
体
的
な
表
記
の
御
書
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
必

然
的
に
引
用
回
数
も
多
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
朝
師
は
『
元
祖
化
導
記
』
を
著
作
す
る
に
当
り
、
身
延
山
に
あ
っ
た
身
近
の
御
書
や
、
自
身
が

写
本
さ
れ
た
関
心
の
深
い
御
書
を
中
心
と
し
て
、
広
く
そ
の
他
の
御
書
や
、
御
書
以
外
の
資
料
を
参
考
と
し
て
、
宗
祖
の
ご
一
代
を
ま
と

め
、
伝
記
を
世
に
残
し
た
こ
と
に
な
り
、
朝
師
の
原
本
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
が
、
日
定
本
や
順
幸
本

に
よ
っ
て
、
そ
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
不
幸
中
の
幸
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

尚
、
下
巻
は
「
佐
渡
国
流
罪
之
更
」
か
ら
始
っ
て
、
身
延
入
山
か
ら
「
弘
安
五
年
十
月
十
三
日
御
浬
藥
・
六
十
こ
に
至
る
ま
で
の
後

半
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
で
引
用
さ
れ
た
御
書
の
他
に
、
『
日
妙
聖
人
御
書
』
「
法
華
行
者
値
難
事
』
「
千
日
尼
御
前
御
返
事
』
『
最
蓮
房

御
返
事
』
『
光
日
房
御
書
」
『
撰
時
抄
」
『
報
恩
抄
』
「
富
木
殿
御
書
』
『
庵
室
修
復
書
』
『
四
條
金
吾
殿
御
返
事
」
と
い
っ
た
十
御
書
が
引
用

さ
れ
て
い
る
の
で
、
上
下
二
巻
合
わ
せ
る
と
二
十
一
御
書
と
な
る
。

今
回
は
紙
面
の
都
合
も
あ
っ
て
、
上
巻
の
み
を
見
て
き
た
が
、
「
元
祖
化
導
記
」
に
引
用
さ
れ
た
御
書
の
上
か
ら
、
当
時
の
身
延
山
に

お
け
る
伝
記
に
関
す
る
御
書
の
内
容
が
ほ
ぼ
窺
え
る
と
同
時
に
、
朝
師
に
よ
る
写
本
の
意
義
も
く
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

前
述
の
如
く
、
久
遠
寺
の
大
改
修
移
転
と
い
う
大
事
業
の
か
た
わ
ら
、
こ
う
し
た
祖
書
の
編
集
や
写
本
、
更
に
著
述
と
い
う
功
績
は
、
永

く
後
世
に
輝
く
も
の
で
あ
る
。

「
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）
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『
本
化
別
頭
仏
祖
統
記
』
十
四
’
九

『
行
学
院
日
朝
上
人
』
室
住
一
妙
著
を
始
め
と
し
て
、
先
師
に
よ
る
研
究
が
多
い
。

妙
法
比
丘
尼
御
返
事
一
五
五
三
頁

波
木
井
殿
御
書
一
九
二
六
頁

聖
人
御
難
事
一
六
七
二
頁

清
澄
寺
大
衆
中
二
三
四
頁

波
木
井
殿
御
書
一
九
二
六
頁

同
一
九
二
七
頁

一
谷
入
道
御
書
九
八
九
頁

報
恩
抄
一
二
三
七
頁

聖
人
御
難
事
一
六
七
三
頁

四
恩
抄
二
三
六
頁

妙
法
比
丘
尼
御
返
事
一
五
六
一
頁

聖
人
御
難
事
一
六
七
二
頁

波
木
井
殿
御
書
一
九
二
七
頁

聖
人
御
難
事
一
六
七
三
頁

妙
法
比
丘
尼
御
返
事
一
五
六
二
頁

川
添
昭
二
著
「
日
蓮
と
蒙
古
襲
来
』
五
○
頁

宿
屋
入
道
許
御
状
四
二
四
頁

同
四
二
五
頁

一
昨
日
御
書
五
○
一
頁

立
正
安
国
論
二
○
九
頁

頼
基
陳
状
一
三
五
三
頁

『
元
祖
化
導
記
』
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）
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（
キ
ー
ワ
ー
ド
・
行
学
院
日
朝
上
人
・
元
祖
化
導
記
・
日
蓮
聖
人
遺
文
）

行
敏
御
返
事

行
敏
訴
状
御
会
通

種
種
御
振
舞
御
書

種
種
御
振
舞
御
書

同妙
法
比
丘
尼
御
返
事

種
種
御
振
舞
御
書

同「
元
祖
化
導
記
」
（
上
巻
）
に
現
れ
た
祖
書
に
つ
い
て
（
上
田
）

九
六

九 九 五 九 九 二 四 四
七六六六六’九九
○ 八 二 七 三 三 七 六
頁頁頁頁頁頁頁頁
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